
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決済業界のトレンドと
AUTHENTIC 

 
 

AUTHENTIC：目まぐるしく変化する決済ビジネスに対応できるように

設計された高性能トランザクション処理プラットフォーム 
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AUTHENTICとは 決済のトレンド 
 
 

Authentic は、目まぐるしく変化する決済ビジネスに対応
できるように設計された、高性能なトランザクション処理
プラットフォームです。世界で多くの決済事業者(*)が決済
エンジンとして Authenticを選択しています。 
*イシュアー、アクワイアラー、プロセッサー、決済サービス・
プロバイダー、加盟店 

 

NCR が提供する Cx バンキング・スイートの構成要素であ
る Authentic は、銀行が提供する物理チャネルおよびデジ
タル・チャネルを網羅して、素晴らしい顧客体験を実現し
ます。決済ビジネスは急速な進化を遂げ続けており、イノ
ベーションこそが、競争の激しい市場における生き残りの
鍵となります。Authentic は、金融機関が顧客のニーズを
主眼に置き、ビジネスの進化・発展を支援をします。Eコ
マース対応機能やモバイル決済の追加、マルチチャネル型
決済ソリューションを構築、決済ハブを構築、オムニチャ
ネルの決済サービスを開発など、Authentic は、顧客の利
便性を高める対応を今そして将来に渡りサポートします。 

 

決済業界は、複雑に入り組んでいます。アクワイアラー、
プロセッサー、カード発行銀行、カード・ネットワーク
など様々なプレイヤーが存在しますが、これらの企業の
役割は、従来型のクレジット/デビット処理から変化し
てきています。フィンテック企業をはじめとする新規参
入ビジネスにより、決済業界は、よりダイナミックにな
り競合性が高まっています。 

世界的にオンラインやモバイル技術が急速なペースで消
費者の期待に変化をもたらしており、金融テクノロジー
業界は進化し続けています。決済領域のトレンドは、規
制、経済、消費者の要求により形成され、競争の激化を
促進しています。  

旧来型の決済ソリューションを使用して新たな事業環境に
適応するにはコストと時間がかかるため、多くの金融機関
およびプロセシング事業者にとっては、深刻な課題となっ
ています。 
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本紙では、決済に関する主要なトレンドおよび
NCRが提供する決済処理ソリューションが  
どのように金融機関が対応しなければならない
新たな要件を満たすかを説明します。. 



リアルタイム決済  
 

世界各地で、リアルタイム決済に対応するスキームやイン
フラの計画およびロールアウトが加速しています。殆どの
スキームは、ウェブ、タブレット、スマートフォンなど
様々なチャネルから、銀行が年中無休で即時に銀行間送金
サービスを提供するものです。10年前と異なり、銀行の
お客様の口座に入金されるまで最大 3日を要するというこ
とはありません。 

この変化の原動力となっているのが、技術の発展、顧客の
期待、そして現在のビジネスの現実に見合ったシステムを
構築するように各国政府が企業に与えるプレッシャーです。 

 
リアルタイム決済は、金融サービスを提供する事業者にと
り、付加価値の高いサービスをタイムリーに消費者に提供
するチャンスとなります。 

 

 
 
 

Authentic は、金融機関がファスター・ペイメント環境の
メンバーとして、銀行口座間の即時決済サービス提供する
ことを可能にします。Authentic は、カード決済の領域で
豊富な実績があり、個々の取引金額は低いが大量データを
高速処理する必要があるファスター・ペイメントの決済に
最適なソリューションであることが証明されています。 
コアシステムと連携を取るゲートウェイ・サービスとして
Authentic を機能させ、運用を効率化することも可能です。
さらに、受信する支払い要求に対する承認など、多岐に渡
るトランザクション処理を実行します。 

 

様々なチャネルやコアシステムとの統合やトランザクショ
ン処理の構成がとても容易であること、トランザクション
処理の一環として不正検知システムと連携できることが、
即時決済を取り扱う際の Authentic活用の利点として挙げ
られます。 

 
英国の例を見ると、ボトムライン・テクノロジーズ社が、
同社のアグリゲーター・サービスの一環として、全英を網
羅するファスター・ペイメントのインフラへのゲートウェ
イとして Authentic を活用しています。また、米国のアー
リー・ワーニング社は、複数機関を横断するリアルタイ
ム・ネットワーク「良い資金(good funds)」を構築し、
Authentic を銀行間でトランザクションを送るスイッチと
して中央に位置付くインフラとして活用しています。  
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API とオープン・バンキング  
 
 

世界のフィンテック企業と統合サービス・プロバイダーが
急成長を遂げていることが、金融機関に API公開のプレッ
シャーを与えています。APIは、銀行の持つ資金移動、支
払いなどの口座情報やサービスへのアクセスを明確に整理
した形で提供します。銀行は顧客のために APIを公開し、
トランザクション・データへのアクセスを可能にします。
これにより、フィンテック企業は、顧客体験に革新をもた
らす機能を提供することができるようになります。これは
金融業界にとって、さらに言えば、これまでデータへのア
クセスを口座保持者に限定してきた従来型の銀行にとって
商機となると同時に脅威となります。  

 
(英国 PSD2 などの)規制や顧客の要求がトリガーになる場
合もありますが、銀行は急速に進化して存在感を増すフィ
ンテック企業が繰り広げる世界で必要とされる存在であり
続けるために、フィンテック企業と協業すべく、API を公
開しています。これらの変化は、サービスのデジタル化が
加速していることも要因となっています。

Amazonや Uberのような企業が提供する、決済を含むシー
ムレスなサービスを経験することにより、他のビジネス分
野においても消費者の顧客体験に対する期待値は高まりま
した。  

 
Authentic のメッセージ・マッピング機能は、XMLまたは
ウェブサービスの接続プロセスを簡素化する「ウェブサー
ビス・インポーター」を含み、電文用インターフェースを
迅速に定義します。各トランザクションのビジネス処理は
機能が個別の｢アクション｣に分解されたものを UIベースの
ワークフロー・エンジンで構成を組むアクション・リスト
処理によって実施されます。発行済みのテンプレートを使
用して、新たなアクションを作成できます。結果として
Authentic は、ユーザー企業のビジネス要件に忠実に、あ
らゆるトランザクションを処理することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
米国で十指に入る大手銀行では、Authenticを
決済ハブとして活用し、様々なチャネルのシス
テムから受信するトランザクションを一元的に
処理できるサービスを提供しています。決済ハ
ブから利用可能なサービスはウェブサービス
APIを活用して公開されます。 



改訂版決済サービス指令 (PSD2)  
 
2018 年施行の決済サービス指令 2(PSD2)は、欧州の決
済業界に適用されている既存の規制を大幅に進化させる
ものです。PSD2 の目的は、ビジネスと消費者の両方の
ために欧州経済地域内における支払い/受け取りに関す
る共通の法的枠組みを設定することです。全てのプロバ
イダーに対して APIを介した支払い口座へのアクセスを
開放し、競争を活性化させることが重要な点としてあげ
られます。 

 
PSD2は、オープン APIを通じてサービス提供が可能にな
るフィンテック企業の増加を受け、リアルタイム決済サー
ビス普及を加速させます。銀行とフィンテック企業間に広
がるオープン・コラボレーションは、顧客に好影響を与え
ます。これまでのその場その場のアドホックなメカニズム
と異なり、サービスにアクセスするインターフェースは、
適切に定義、保護、制御されます。また、サービス・プロ
バイダーは、データの最新性や正確性、そしてアクセスの
保護を確保することができます。 

Authentic は、APIの発行を通じて市場に提供されるサー
ビスを実行する機能を提供します。主要機能であるメッ
セージ・マッピングは、受信する要求に応答するために
必要な情報を収集する API発行および企業システムへの
接続を可能にします。また、アクション・リスト処理機
能は、トランザクション処理に必要なステップの定義を
行う UIベースのワークフロー・エンジンです。 

 
PSD2のニーズを満たすには、徐々にプロセスを進化させ
ていく必要があり、それには、変化に適応していけるソ
リューションが必要になります。 
初期段階では、ユーザーによる認証要求などに対応する
基本的な情報サービスをいくつか提供する形になる可能
性が高いでしょう。基本が整った後に、サービスは拡充
されていきます。これには、提供するサービスを迅速に
拡張するために、変更の適用が容易な Authentic のよう
なプラットフォームが必要になります。 
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標準通信プロトコル  
 

現在の決済の世界には、個々の組織が自分達の持つ特定
のニーズを満たすために開発した、様々な電文標準が存
在します。しかしながら、グローバル化の促進により、
個々の組織は数多くの電文標準をサポートしなければな
らなくなり、既存決済システムの維持費に影響が出てく
るようになりました。 

 
ISO 20022 は、金融業界向け電文標準のグローバル対応
スイートというビジョンに基づき ISO(国際標準化機構)
によって開発された電文標準です。手法やプロセスなど
において、標準化された単一のアプローチを適用するこ
とで、金融サービス提供機関の間で相互運用性のある通
信をが実現します。  

 
この新基準は、カード取引から貿易金融まで、多種多様
な金融のユースケースをカバーします。様々な組織が、
新基準の特定の要素形成に貢献しています。NEXO は、
POS端末との通信に ISO 20022 を開発している欧州の
組織です。IFX は、ATMに情報を提供するために
NEXO と協業しました。さらに NEXO は、イシュアー
とアクワイアラー間のカード電文による通信に向けた
ISO 20022 フォーマットを開発しています。 

 
複数の外部サービスやシステムへの接続に、同じメッセー
ジ・プロトコルを使用する共通の電文標準を適用すること
には、コスト削減と新サービスの市場提供時期を早める効
果があります。ただし、これらの電文標準は不変ではなく、
新規事業のサービスや新たな規制を反映して、変更してい
く必要があります。  

NCR は、電文インターフェースを常に進化する領域として
捉え、Authentic(ツール)が新たな電文フォーマットおよび
トランザクション・フローを迅速に設定できるように設計
しています。Authentic のメッセージ・マッピング機能は
ユーザー・インターフェースから電文インターフェースの
定義を行います。ユーザーの利便性を更に高めるために、
ウェブサービスのインテーフェース構築を簡単にする「ウ
ェブサービス・インポーター」が組み込まれています。ア
クション・リスト処理機能を活用することで、個別トラン
ザクションの処理ステップ、サインインやタイムアウトな
ど、ネットワーク・レベルのアクティビティを設定するこ
とができます。  

 
ISO 20022 の開発は、金融業界全体で、一貫性を持つ単
一の電文フォーマットが採用される可能性を高めますが
現実的には、これらの新しいプロトコルは、今後何年に
も渡り(ISO 8583ベースが多い)、現行の電文フォーマッ
トと併用される形になるでしょう。従って、従来型と新
しい形式の両方を同時に扱う高い柔軟性を持つトランザ
クション処理エンジンの活用が重要になります。 
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フランスの大手プロセッサーは、フランス
以外の欧州諸国における自社の処理代行  
ソリューション展開規模を拡大したいと  
考え、新しい ISO 20022フォーマット  
(例 NEXO)の処理に Authenticを採用    
しました。 



モバイル  
 
 

スマートフォン、タブレット、スマートウォッチまたは
他のウェアラブル・デバイスにクレジットカード情報や
デビットカード情報を保管し支払いに利用する消費者は
急速に増えており、モバイル・ウォレットは、一般的な
支払い方法となっています。  

 
非接触カードの使用を通じて信頼が確立され、人々がモバ
イル端末の使用に対してオープンになり、世界の多くの市
場でモバイル決済に対する反応は大きく変化しました。非
接触モバイル決済を可能にする NFC などの技術により、
モバイル決済は急速な進化を遂げています。 

 
競争が激化する決済市場では、モバイル企業、銀行、フィ
ンテック企業が、こぞってモバイル・プラットフォームの
展開を行っています。 

モバイル技術が、決済やトランザクションに関連する
サービスに革新をもたらし続ける中、Authentic は、
技術革新に適時対応し、消費者の新たな要求を満たし
革新的なサービスをいち早く提供し、市場競争力を高
めるサポートをします。Authentic は、高い柔軟性と
卓越した設定機能を持ち、バンキング/決済の新サー
ビスとしてモバイル機能を容易に追加することができ
ます。消費者から企業、企業間、個人間、NFC/SMS/ 
3Gネットワーク上のモバイルを介した決済処理  ー  
Authentic は、決済チャネル上に存在するあらゆる口
座タイプに対応します。そして、モバイル端末から発
生するトランザクションの受信処理、オーソリ処理、
適切なネットワークやイシュアーへのルーティング処
理を標準化して実行します。  
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Authentic のユーザー企業は、消費者の

携帯電話やウェアラブル端末を使用した

支払いを可能にする ApplePay のような

モバイル・ウォレット技術を導入して 

います。 



オムニチャネル・バンキング  
 
 

銀行の支店、ATM、コールセンター、インターネットやモ
バイル等のデジタル・チャネル - 数多くのチャネルが存在
しますが、消費者の期待値は、銀行が提供するサービスが
チャネルに関わらず一貫性を持っていることです。銀行員
へのリモート・アクセスや自動化された端末などにより、
サービス提供の幅が広がっており、革新的な銀行の支店は
従来とは違うチャネルの活用を実現しています。 
 
消費者の間で、ひとつのトランザクションの処理を実行す
る際に複合的なチャネルの活用を行うことが普通になって
きています。 例を挙げると、オンラインでローン申請を
行う予定だが事前に銀行の専門家に相談したい場合、モバ
イル・チャネルで申請登録の入力を行い保存しておき、銀
行支店またはリモート対応 ATMを訪問し、経験豊富な専
門家に相談してから、申請処理を完了する場合があげられ
ます。 
 
多くの金融機関が抱える課題として、トランザクション処
理は依然としてチャネルごとにサイロ化していることが挙
げられます。ATM、支店、モバイルなど、それぞれの 

チャネルに独自のシステムが存在し、それぞれのチャネルが
独自に勘定系システムや他の外部サービスに接続します。全
チャネルを網羅してトランザクション処理を一元化すること
で、金融機関は、顧客の｢オムニチャネル｣対応への期待に応
えることができ、サービスの更新やシステム接続にかかる費
用を削減できます。 
 
 Authenticは、消費者や企業がどんなトークンを使用して取
引を開始しても対応できるように、マルチチャネル対応トラ
ンザクション処理システムとして始めから設計されています。
ATMや POS端末、銀行支店、デジタル・パンキングなど、
多岐に渡るチャネルで、カード、顧客番号、携帯番号、また
は他のトークンから開始されるトランザクション処理に
Authenticを活用できます。 
 
Authentic内部で行われる実際のトランザクション処理は、
「アクション・リスト処理」というワークフロー・エンジン
により定義されます。一連の処理は、細かなステップやサー
ビスに分割されるため、異なるトランザクションを網羅した
サービスの処理や異なるチャネルを網羅したトランザクショ
ン処理の適用を容易に設定できます。 
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クラウド  
 
クラウド・コンピューティングは、俊敏性およびコスト
効率の向上にとても有効です。プライベート・クラウド
導入に投資する銀行が増加しており、クラウドの技術は
徐々に台頭しています。ただし、規制やセキュリティに
関する懸念があり、リスクの回避を好む金融サービス業
界では、クラウドへの移行は時間がかかるでしょう。 

 
金融機関は、クラウド上でアプリケーションを導入する
ことで、その時々のアプリケーションの需要の増減に合
致させてハードウェア要件を調整でき、ビジネス・ニー
ズを満たすことができます。このアプローチは、米国の
ブラック・フライデー、中国の「シングルズ・デイ（独
身の日）」や新年などの特需の対応に適しています。 

コンテナ化などの技術が、より迅速かつ確実な新製品の機
能の展開を可能にし、より機敏かつ戦略的に顧客に新しい
サービスを提供することを実現します。 
 
Authentic は、完全に Javaテクノロジーで構築されており
クラウド環境に非常に適しています。ある米国の顧客企業
では、Authentic のオーケストレーション(編成)機能を使用
して適切なマイクロサービスを呼び出すプロセスをコンテ
ナー内にパッケージ化して、クラウド環境で展開する実証
実験が開発されています。
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NCR Corporation について  
 

NCR は、日々のビジネス・トランザクションを一歩
進んだ体験に変えていく｢オムニチャネル・ソリュー
ション｣における世界的なリーダーです。NCR は、 
流通、金融、トラベル、ホテル、レストラン、通信
技術などの業種で日々発生する約 7 億件の取引を 

処理可能なハードウェア、ソフトウェア、各種サー
ビスを提供しています。NCR のソリューションは
日々の暮らしを快適にする様々な取引の中で稼働し
ています。 

NCR は米国ジョージア州ダルースに本社を置き、
30,000 人を超える社員とともに 180 か国で事業展開
しています。 
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Authentic は、目まぐるしく変化する決済ビジネスに対応できるように設計された、高性能トランザクショ
ン処理プラットフォームです。 NCR が提供する Cx バンキング・スイートの一部である Authentic は、
物理的およびデジタルのバンキング・チャネルを網羅して、素晴らしい顧客体験の提供を実現します。. 
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